
 
 

すべてのいのちを守るための月間 

 

垂水教会担当司祭 林 和則 

日本カトリック司教協議会は、今年

度より毎年 9月1日から10月4日の

１ヶ月あまりを「すべてのいのちを守

るための月間」とすることにしました。

これは教皇フランシスコが昨年 11 月

の日本訪問とそのテーマとされた「す

べてのいのちを守るため」にこたえる

ために定められました。 

「すべてのいのち」とは単に「全人

類のいのち」だけでなく、「全被造物の

いのち」を指しています。生物だけで

なく、山や川など地球の自然環境すべ

てを包含しているのです。教皇フラン

シスコは『全物質界は、神の愛を、わ

たしたちへの神の限りなき愛の思いを

語っています。土壌、水、山々、つま

りあらゆるものは、いわば(私たちへの)

神の愛撫です』とし、『自然はひとつの

全体として神を顕示しているだけでな

く、また神の現存の場である』と書い

ています(１)。 

 けれども、皆さんもご存知のように、

この全被造物を私たち人類が今、急速

に、大規模に傷つけ、破壊しています。

そのため、教皇は私たちに「エコロジ

カルな回心」を呼びかけます。『熱心で

よく祈ってはいても、現実主義や実用

主義にかこつけて、環境への関心』が

おろそかになっていたり、また危機感

を抱きつつも『自分の習慣を変えよう

としない、一貫性に欠ける』私たちに

「回心」を求めます。『わたしたちは自

分たちの生活を吟味し、行いや怠りに

よって神のものである被造界を傷つけ

てきたことを認めなければなりませ

ん・・・わたしたちは他の被造物から

切り離されているのではなく、万物の

すばらしい交わりである宇宙の中で、

他のものとともにはぐくまれるのだと

いうことを、愛をもって自覚すること

です。』(２) 

 ただ今、私たちは新型コロナウイル

スの感染が拡大している状況の中にい

ますので、「行事」として何かを行うこ

とは困難であると思います。ともに祈

りを捧げることを主体としながら、個

人がそれぞれの場でできることを考え

ていけばよいのではないかと思います。 

 

(１)『』内「回勅ラウダート・シ」第２

章 84～88(76～81 頁)より引用 

(２ )『』内「同上」第６章 217～

220(184～187 頁)より引用 
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～オンライン被昇天パーティーを開催しました～ 

 

青少年委員会が主催をして、８月１５日午後７時３０分から被昇天のオンラインパ

ーティーを開催しました。Zoom というミーティングアプリを使用しました。この

Zoom は、PC やスマホを使ってネット上で相手の顔を見ながら会話ができるという

アプリです。数人の参加者がありました。ほとんどの参加者が Zoom 初心者でした

ので、うまく映像が出ないなどのトラブルもありましたが、次第に慣れてくると、な

かなか便利なアプリだなという印象でした。 

 教会で普段行うような、皆で飲食しながらワイワイ、とはいきませんでしたが、各

自がそれぞれのご自宅で思うままにトークに参加ができ、有意義な１時間でした。コ

ロナ禍の大変な時期ではありますが、様々なことを利用しながら人とのつながりを大

切にしていきたいものです。                 （モーゼ T.T.） 

 

委員長退任の挨拶② 

マリアマグダレナソフィアバラ WH 

2 月 4 日の病者訪問を最後に高齢者支援委員会の活動も休止状態ですが、何とか任

期を終えられてほっとしています。 

この春、高齢者委員会のメンバーから、いつも訪問している方にご復活祭のお手紙を

差し上げようと提案がありました。とても良いことだと思っていましたが、自分のこ

とでいっぱいいっぱいでなかなか手を付けられず、ラインでつながっていたメンバー

に、恥ずかしながら思い切って今の状況とどなたかかわりにお手紙を書いてくれませ

んかと打ちました。すると、私は○さんと△さんに書きますよと申し出てくださる方

複数、住所を整理してくださる方、あっという間に役割が決まって、思い悩んでいた

ことがリモートで一気に解決しました。最後のお仕事のエピソードが物語るように、

委員長として頼りない私でしたが周りの方に恵まれて楽しく活動できました。また長

年訪問してきた方とのお別れが多いこの 2 年間でしたが、きっとあの笑顔で永遠の安

息に与っていらっしゃることと思います。ありがとうございました。神に感謝！ 

 

 

評議委員会より 

  

☆新委員会役員決定☆ 

7 月 19 日新役員の方々と顔合わせの会を持ちました。コロナ感染予防のた
め暫く様子を見ておりましたが、ミサローテーションも皆さまのご協力により

軌道に乗ってきました。これを機に、地区を中心に動いていただくことを提案
致しました。遅くなりましたが各委員長並びに地区委員の方々の紹介をさせて
いただきます。（順不同、敬称略） 
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社会活動委員長       NY 

高齢者支援委員長   YM 

青少年委員長      TT     

広報委員長         TY 

財務委員長            YR 

総務委員長          AY 

典礼委員長      （連絡係りとして）  

TY 

地区委員長      MT 

 

 

地区委員     1 地区    AK 

2 地区   NS 

MM 

        ３地区   OM 

MT 

        ４地区   MN 

           IT 

       ５地区    YK 

       6 地区   UT 

６B７地区 WH 

役を引き受けていただいた方々に心より感謝いたします。7 月の広報に高橋神父さ

まが書いておられた“コロナが終息したら、今まで通りの教会活動をすればよいので

しょうか？”に目が留まります。知恵、知識ある方々はそれを多くの方に分けていた

だき後継者育成に力を貸して頂けると嬉しいです。     

 

☆九州豪雨災害募金☆ 

ご協力頂きありがとうございました。お陰様で￥４３０５０を福岡司教区にお届け致

しました。 

☆後藤神父様帰天されました☆ 

大阪教区司祭 パウロ三木後藤進神父様が、8 月 3 日(月)午後 6 時 35 分にガラシ

ア病院において帰天されました。79 歳でした。後藤神父様は、2013年より 5 年間

西ブロックで協力司祭として働いてくださいました。当教会に居住され、私たちには

なじみの深い神父さまでした。葬儀ミサ・告別式は 8 月 7 日(金)午前 11 時カテドラ

ルで前田大司教様司式により近親者と司祭団のみで執り行われました。 

☆ミサローテーション☆ 

地区月日 

 
9/6 9/13 9/20 9/27 10/4 10/11 10/18 10/25 

1 地区 
 

〇 
  

〇 
  

〇 

2 地区 
 

〇 
   

〇 
  

3 地区 
  

〇 
  

〇 
  

4 地区 
  

〇 
   

〇 
 

5 地区 〇 
   

〇 
   

6A 地区 〇 
  

〇 
   

〇 

6B 地区 
   

〇 
  

〇 
 

7 地区 
   

〇 
   

〇 

（〇）印のある日に参加可能です。 

大阪教区から新しい通達が来るまで上記の通りお願いします。 

 

編 集 後 記 

まだまだ暑い日が続きま

す。子供たちも 8 月半ばか

ら登校が始まり、いつもと

雰囲気の違う夏でした。 

「With コロナ」という言

葉も耳には慣れてきました

が、親しい人との最後のお

別れもできないような事態

にはなかなか慣れることは

できません。  （GTH） 
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大阪大司教区ホームページ www.osaka.catholic.jp/index.html 

 

カトリック北須磨教会ホームページ http://cathkitasuma.web.fc2.com 


